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北
側
中
心
に
は
、
昨
年
四
月
二
十
五
日
に

発
生
し
た
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
た
ネ
パ
ー
ル
の
お
寺
を
模
し
た
お
堂
を

建
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
お
堂
の
中

に
あ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
は
、
お
釈
迦
様
の

誕
生
の
地
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
の

砂
が
納
め
ら
れ
、
お
堂
と
向
き

合
う
形
で
回
廊
の
南
側
に
あ
る

法
輪
を
覆
う
屋
根
に
は
、
サ
ー

ン
テ
ィ
ー
の
仏
塔
を
模
し
た
ス

ト
ゥ
ー
パ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

須
磨
寺
で
の
四
度
に
わ
た
る

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
の
慰
霊

と
復
興
を
祈
る
、
ネ
パ
ー
ル
在
住

の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
に
よ
る
砂
曼

荼
羅
法
要
は
、
多
く
の
方
々
に
安

ら
ぎ
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
五

年
前
に
「
東
日
本
大
震
災
」
の
慰

霊
法
要
が
多
く
の
国
民
の
参
加
の

下
、
大
々
的
に
厳
修
さ
れ
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
度

　

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本
年

四
月
末
に
参
道
北
詰
の
東
側
に
「
祈
り
の

回
廊
・
亜あ

じ

あ

細
亜
万ば

ん
し
ん
で
ん

神
殿
」
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
多
数

の
神
仏
や
象
徴
が
祀
ら
れ
、
そ
の
回
廊
の

ご
挨
拶

は
、
日
本
在
住
の
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
に
と
っ

て
、
故
国
の
災
害
殉
難
者
の
慰
霊
と
被
災

復
興
を
願
う
、
祈
り
の
拠
り
所
に
な
り
得

た
ら
と
思
い
、
こ
の
回
廊
の
中
心
を
ネ
パ
ー

ル
風
の
殿
舎
と
し
ま
し
た
。

　

九
州
は
熊
本
や
大
分
、
更
に
は
南
米
エ

ク
ア
ド
ル
に
お
け
る
大
地
震
や
、
世
界
各

地
で
発
生
し
て
い
る
自
然
災
害
は
、
甚
大

な
被
害
と
突
然
の
悲
し
き
別
れ
を
齎
し
て

い
ま
す
。
ま
た
北
ア
フ
リ
カ
や
中
近
東
に

お
い
て
の
、
引
き
続
く
内
戦
・
内
乱
は
、

幾
万
も
の
難
民
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
混
乱

に
乗
じ
て
の
無
差
別
テ
ロ
、
宗
教
教
義
の

違
い
に
よ
る
殺
戮
の
続
発
な
ど
、
否
定
と

対
立
に
よ
る
塗
炭
の
苦
し
み
に
喘
ぐ
人
々

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
悲
し
み
に
寄
り

添
い
、
対
立
無
き
融
合
と
調
和
の
世
界
が

求
め
ら
れ
て
い
る
今
、こ
の
「
祈
り
の
回
廊
・

亜
細
亜
万
神
殿
」
の
表
す
、
存
在
の
全
て

を
抱
合
し
尊
ぶ
曼
荼
羅
空
間
が
、
遅
遅
た

り
と
い
え
ど
も
、
融
合
と
調
和
の
世
界
実

現
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
諸
仏
諸
神
と
「
亜
細
亜
万
神
殿
」

来
着
の
諸
仏
諸
神
に
、
国
土
の
安
穏
と
世

界
の
平
和
、
風
雨
は
順
時
し
て
万
民
の
幸

福
を
祈
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三

亜細亜万神殿 
ストゥーパ
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二
、十
三
仏
の一尊
と
し
て
の
釈
迦
如
来

　

前
号
で
は
、
歴
史
上
に
実
在
し
た
お
釈
迦
さ

ま
と
、
そ
の
教
え
の
要
点
を
お
話
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
十
三
仏
の一
尊
と
し
て
の
お
釈
迦
さ
ま
、

す
な
わ
ち
釈
迦
如
来
に
つい
て
お
話
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
は
じ
め
に
予
備
知
識
と
し
て
、

仏
像
が
で
き
る
ま
で
の
信
仰
と
礼
拝
の
対
象
、

仏
像
の
起
源
な
ど
に
つい
て
、
少
し
記
し
て
お
き

ま
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
お
釈
迦
さ
ま
が
こ
の
世

に
生
き
て
説
法
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
当
の
ご
本

人
が
お
ら
れ
る
の
で
、
礼
拝
の
対
象
と
し
て
の

仏
像
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
悟
り
を
開
い
て
仏
陀
と
な
ら
れ
た
お
釈
迦

さ
ま
で
も
、
人
間
で
あ
る
以
上
、
諸
行
無
常 

・

生
者
必
滅
の
理
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
、
釈
尊
の
死
に
よ
っ
て
、
仏
弟
子

や
信
者
た
ち
は
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
て
困
惑
し
、

悲
嘆
に
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
釈
尊

に
か
わ
る
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て
仏
像
を
造
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
う
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
イ
ン
ド

で
は
長
い
間
、
仏
像
は
造
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
釈
尊
が
あ
ま

り
に
も
偉
大
で
、
凡
人
を
遥
か
に
越
え
た
尊
い

お
方
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
と
同
じ
人
間
の

す
が
た
で
仏
像
に
す
る
こ
と
な
ど
考
え
の
及
ば
な

い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
不
謹
慎
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
数
百
年
の
間
は
、
蓮
華・菩
提
樹・

法
輪
・
仏
塔
を
は
じ
め
、
仏
座
や
仏
足
石
な
ど

が
、
釈
尊
に
思
い
を
馳
せ
、
釈
尊
そ
の
人
に
か

わ
る
よ
り
ど
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
象
徴
（
シ
ン
ボ

ル
）
と
し
て
信
仰
礼
拝
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　

蓮　

華 

― 

釈
尊
の
誕
生
の
象
徴

　

菩
提
樹 

― 

釈
尊
の
成
道
（
悟
り
）
の
象
徴

　

法　

輪 

― 

釈
尊
の
最
初
の
説
法
の
象
徴

　

仏　

塔 

― 

釈
尊
の
涅
槃
（
大
い
な
る
死
）
の

　
　
　
　
　

  

象
徴

　

仏　

座 

― 

釈
尊
が
坐
ら
れ
た
座

　

仏
足
石 
― 

釈
尊
の
足
跡
を
型
ど
っ
た
石

　

だ
が
、
釈
尊
への
思
慕
や
信
仰
の
念
い
が
よ
り
一

層
つ
の
り
高
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。
か
く
て
、
お

よ
そ
西
暦
一
〜
二
世
紀
頃
に
な
る
と
、
自
分
た
ち

に
も
っ
と
身
近
で
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
具
体

的
な
礼
拝
の
対
象
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
つい

に
、
人
間
に
似
通
っ
た
も
の
と
し
て
、
仏
像
が
造

ら
れ
、
仏
画
に
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
最
初
の
仏
像
は
釈
迦
如
来

で
あ
り
、
そ
の
後
に
造
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仏

像
の
姿
は
、
こ
の
釈
迦
如
来
が
原
型
（
モ
デ
ル
）

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
釈
迦
如
来
が
人
間
に
似
せ
て
造

ら
れ
た
像
で
あ
る
と
いっ
て
も
、
当
然
凡
夫
を
超

越
し
た
偉
大
な
存
在
で
あ
り
、
釈
尊
の
悟
り
と

衆
生
教
化
の
理
想
を
具
象
化
し
た
仏
像
で
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
尊
像
と
し
て
の
威
厳
と

崇
高
さ
を
示
現
し
、
智
慧
と
慈
悲
と
に
満
ち
て
、

信
仰
・
礼
拝
・
瞑
想
の
対
象
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し

い
特
徴
を
具
備
し
た
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
蓮
台
や
光
背
、
さ
ま
ざ

ま
な
容
姿
や
印
相
な
ど
）

　

そ
れ
で
も
、
初
期
の
仏
像
は
、
あ
く
ま
で
も

釈
尊
を
思
い
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
き
わ
め

て
人
間
に
近
い
姿
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
釈
迦
如
来
の
教
え
と
、
釈
迦
如

来
を
信
仰
す
る
功
徳
・
ご
利
益
に
つい
て
記
し
て

み
ま
す
。
釈
迦
如
来
の
教
え
は
、
仏
教
の
教
え

の
大
も
と
で
あ
る
釈
尊
の
教
え
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
つ
き
つ
め
れ
ば
、
転
迷
開
悟
を
教
え
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
転
迷
開
悟
と
は
、
迷
い

を
転
じ
て
悟
り
を
開
く
こ
と
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ

に
ひ
た
す
ら
修
行
の
努
力
を
重
ね
て
、
煩
悩
に

基
づ
く
迷
い
（
苦
し
み
の
も
と
）
を
捨
て
去
り
、

悟
り
を
開
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
釈
迦
如
来
の
方
か
ら
い
え
ば
、
抜

苦
与
楽
、
す
な
わ
ち
衆
生
の
苦
し
み
を
抜
い
て
、

こ
の
上
な
い
幸
せ
と
楽
し
み
を
与
え
る
こ
と
を
本ほ

ん

誓ぜ
い

（
衆
生
救
済
の
誓
願
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
苦
を
抜
く
の
は
「
悲
」、
楽
を

与
え
る
の
が
「
慈
」
で
、こ
れ
は
仏
さ
ま
の
「
慈

悲
」
の
徳
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
釈
迦
如
来
の
印
相
（
仏
さ
ま
の
内
面

の
悟
り
を
象
徴
す
る
手
の
形
）
に
は
、
定じ

ょ
う
い
ん印

・

説
法
印 

・
降ご

う
ま
い
ん

魔
印
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般

的
に
み
て
そ
の
基
本
的
な
印
相
は
、
施せ

む

い

無
畏
と

与よ
 
が
ん願

の
印
で
あ
り
ま
す
。
施
無
畏
印
（
無
畏

を
施
す
印
）
と
は
、
人
々
に
何
も
の
を
も
畏
れ

な
い
力
を
与
え
る
印
相
で
、
右
手
を
上
げ
五
指

を
伸
べ
て
掌
を
外
に
向
け
た
、
い
わ
ゆ
る
手
ま
ね

き
の
印
相
。
与
願
印（
願
い
を
与
え
る
印
）と
は
、

人
々
の
ど
ん
な
願
い
で
も
叶
え
て
く
だ
さ
る
印
相

で
、
左
手
の
五
指
を
開
い
て
、
掌
を
上
向
き
に

し
て
、
左
膝
の
上
に
置
き
、
人
々
を
あ
ま
ね
く

受
け
容
れ
る
印
相
で
す
。

　

次
に
、
釈
迦
如
来
を
信
仰
し
修
行
す
る
と
ど

の
よ
う
な
ご
利
益
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

を
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
滅
罪
生
善
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
滅
罪
生
善
と
は
、
煩
悩
と
無
知
に

起
因
す
る
罪
や
障
り
を
滅
し
、
む
さ
ぼ
り
や
理

不
尽
な
怒
り
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
悟
り
の
境
地

に
到
達
し
て
、
無
上
の
安
楽
を
享
受
で
き
る
こ

と
な
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
願
い
が
自
ず
か
ら
叶
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ご
利
益
は
総
じ
て
私
た
ち
に
幸

せ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
お
寺
の
由
来
に
よ
っ
て
、
現
世
の
ご
利
益

に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
家
内
安
全
、
息
災

延
命
、
学
徳
成
就
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
七
日
の
お
導
師

（
守
り
本
尊
）
で
あ
る
釈
迦
如
来
は
、
現
世
の

人
々
に
対
す
る
と
同
じ
で
、
亡
き
人
の
み
魂
に

転
迷
開
悟
の
道
を
教
え
、
抜
苦
与
楽
の
境
地
へ
導

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
の
基

本
的
な
も
の
の
見
方
を
教
え
、
何
も
の
に
も
束

縛
さ
れ
ず
何
ご
と
に
も
動
じ
な
い
、
究
極
の
安あ

ん
じ
ん心

（
心
の
や
す
ら
ぎ
）
の
境
地
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
る

の
で
あ
り
ま
す
。

　

十
三
佛
に
見
守
ら
れ
て
⑷

　
—

釈
迦
如
来（
下
）　   

摩
耶
山
天
上
寺
貫
主 

伊
藤　

浄
厳

青葉殿　釈迦如来像
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四
萬
六
千
日
燈
明
会
　

　

～
み
あ
か
り
観
音
～

　

四
萬
六
千
日
と

は
観
音
様
の
縁
日

で
、
こ
の
日
に
お

参
り
す
る
と
四
萬

六
千
日
参
詣
し
た
の

に
相
当
す
る
功
徳
を

生
ず
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
本

堂
に
お
い
て
初
盆
精

霊
供
養
の
法
要
を
執
り
行
い
、
引
き
続
い
て
境
内
に
ろ
う

そ
く
で
形
づ
く
ら
れ
た
巨
大
な
観
音
様
の
お
顔
、
み
あ
か

り
観
音
の
前
で
読
経
し
、
皆
様
方
の
所
願
成
就
・
萬
霊
供

養
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、
本
堂
前
に
お
い

て
和
太
鼓
の
奉
納
演
奏
な
ど
の
催
し
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

知
友
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

　

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日　

午
後
六
時
よ
り

　

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

　

一
、
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ろ
う
そ
く　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　

一
霊　
　

三
千
円
也

　
◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
毎
年
、
少
し
ず
つ
信
者
さ
ん
と
共
に
拝
み
・
学
び
・
体
験
し
て

ま
い
り
ま
し
た
桜
寿
院
の
「
寿
会
」。
特
に
会
員
制
な
ど
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
お
大
師
様
を
信
仰
し
て
い
る
方
々
と
と
も
に
、
楽
し

く
一
時
を
過
ご
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
鷲
尾
知
子
先
生
を

お
招
き
し
ま
し
て
、
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
心
と
体

の
疲
れ
を
癒
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。　

場　

所　

桜
寿
院

日　

時　

十
月
四
日
（
火
）	

午
後
三
時
三
十
分
　
ヨ
ガ
体
験
教
室

　
　
　
　
十
月
四
日
（
火
）	

午
後
七
時
　
　
　
　
ヨ
ガ
教
室
　

　
　
　
　
十
月
九
日
（
日
）	

午
後
三
時
三
十
分
　
ヨ
ガ
体
験
教
室

　
　
　
　
十
月
二
十
六
日
（
水
）	

午
後
三
時
三
十
分
　
ヨ
ガ
体
験
教
室

　
　
　
　
十
月
二
十
六
日
（
水
）	

午
後
七
時
　
　
　
　
ヨ
ガ
教
室

　
　
　
　
十
月
二
十
九
日
（
土
）	

午
後
三
時
三
十
分
　
ヨ
ガ
体
験
教
室	

　
　
　
　（
各
回  

定
員
十
六
名
、
受
付
は
各
三
十
分
前
よ
り
、

　
　
　
　
　講
習
時
間
は
一
時
間
の
予
定
で
す
）

定　

員　

各
回　

十
六
名

会　

費 　
一
回　
お
一
人　

五
百
円

申　

込　

須
磨
寺 

桜
寿
院　

電
話　

〇
七
八—

七
三
一—

〇
九
一
八

　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

諸
注
意　

動
き
や
す
く
締
め
付
け
な
い
服
、
大
判
の
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
、温
度
調
節
の
た
め
の
羽
織
り
も
の
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

レ
ッ
ス
ン
の
約
二
時
間
前
ま
で
に
お
食
事
は
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
平
日
夜
の
部
は
、
少
し
本
格
的
に
行
い
ま
す
。

桜
寿
院
・
秋
の
行
事
の
ご
案
内

●
特
別
講
師
　
鷲
尾
知
子
先
生
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ヨ
ガ
は
心
と
身
体
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
。
身
体
は
も
と
よ
り
、心
の
平
穏
や
安
ら
ぎ
、

深
い
呼
吸
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
効
果
な
ど
そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
過
ご
せ
る
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
か
難
し
い
こ
と
は
抜
き
に
し
て
、
の
び
の
び
と
お
身
体
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
ご
自
身

と
静
か
に
向
き
合
う
午
後
の
ひ
と
と
き

を
ご
一
緒
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

合
掌

・
シ
ヴ
ァ
ナ
ン
ダ
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
　

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
卒
業

・
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
養
成
講
座
修
了

夏
・
秋
の
行
事
案
内

　
◇ 

七
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
三
十
日   （
土
）　
子
ど
も
寺
子
屋
修
行

　
◇ 

八
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
九
日    

（
火
）　
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
み
あ
か
り
観
音

                                   

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
二
日
（
金
）
～
十
五
日
（
月
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
月
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　  

〈
午
前
十
時
〉　
本
坊
客
殿

○
十
七
日
（
水
）　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
九
時
・
正
午
・
午
後
三
時
〉
青
葉
殿

○
十
九
日
（
金
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉
櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
土
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉
蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
土
）・
二
十
一
日
（
日
）　
盆
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◇ 
九
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
十
九
日
（
月
）
～
二
十
五
日
（
日
）

              

　    
彼
岸
会
　
特
別
護
摩
祈
祷
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時
〉
護
摩
堂

○
二
十
日
（
火
）・
二
十
一
日
（
水
）　
彼
岸
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◇ 

十
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
二
十
日
（
木
）・
二
十
一
日
（
金
）
大
師
縁
日

　
◇ 

十
一
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
）
大
師
縁
日

○
二
十
三
日
（
水
）
秋
の
大
祭
　
須
磨
の
火
祭
り
　

                                     

柴
燈
大
護
摩
供
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
一
時
〉
須
磨
寺 

境
内
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去
る
四
月
二
十
五
日
、「
祈
り
の
回
廊
―
亜
細
亜
万
神
殿
」
落
慶
法

要
並
び
に
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
復
興
祈
願
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。
亜

細
亜
万
神
殿
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
の
秘
宝
と
も
言
う
べ
き
三
十
八
体
の
石
仏
と
、

壁
レ
リ
ー
フ
一
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
石
仏
は
、
京
都
の

古
美
術
商
の
福
丸
慶
久
氏
に
よ
っ
て
当
山
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
工
事

が
進
む
中
、
昨
年
の
四
月
二
十
五
日
に
ネ
パ
ー
ル
で
大
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
須
磨
寺
が
日
本
在
住
の
ネ
パ
ー
ル
の
方
々
の
祈
り
の
拠
り
所

と
な
れ
る
よ
う
、
万
神
殿
の
本
尊
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
カ
ト
マ
ン
ズ
に

あ
り
ま
す
ス
ワ
ヤ
ン
ブ
ナ
ー
ト
寺
院
を
模
し
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
造
立

し
ま
し
た
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
中
に
は
、
釈
尊
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
の
砂
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
前
に
は
釈
尊
誕
生
仏
を

祀
り
、
周
り
に
は
経
文
の
入
っ
た
摩
尼
車
を
巡
ら
し
、
正
面
に
は
仏
足

石
を
安
置
し
て
祈
り
の
中
心
と
し
ま
し
た
。

　

法
要
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
十
一
時
よ
り
導
師
で
あ
る
管

長
、
職
衆
、
御
詠
歌
講
が
練
供
し
、
約
二
百
五
十
名
の
参
列
者
が
待
つ

亜
細
亜
万
神
殿
に
入
堂
し
ま
し
た
。
回
廊
を
散
華
行
道
し
、
御
詠
歌
奉

詠
の
後
、
管
長
猊
下
が
慶
讃
文
を
奉
読
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
参
拝
者

と
と
も
に
観
音
経
を
読
誦
す
る
合
同
法
要
を
営
み
ま
し
た
。
続
い
て
来

日
中
で
あ
り
ま
し
た
ネ
パ
ー
ル
の
高
僧
ラ
ト
ナ
・
バ
ジ
ュ
ラ
・
リ
ン
ポ

チ
ェ
猊
下
を
迎
え
ネ
パ
ー
ル
式
の
法
要
が
営
ま
れ
、
震
災
復
興
を
祈

り
ま
し
た
。

　

法
要
後
は
式
典
と
な
り
、
管
長
よ
り
「
こ
の
場
を
皆
様
が
集
ま
る
心

休
ま
る
場
に
し
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
震

災
復
興
と
ネ
パ
ー
ル
で
の
学
校
建
設
の
為
の
義
援
金
が
、
管
長
か
ら
ネ

パ
ー
ル
商
工
会
議
所
連
盟
名
誉
通
商
特
使
デ
ブ
マ
ン
・
ヒ
ラ
チ
ャ
ン
氏

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
須
磨
寺
檀
家
総
代
前
田
豊
彦
氏
の
謝
辞

を
も
っ
て
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　

サ
ン
デ
ィ
ハ
の
音
楽
奉
納

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
が
美
し
い
音
色
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

石
像
安
置
は
神
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員
・
川
野
憲
一
氏
の
指
導
、
造

形
計
画
は
紺
野
東
吾
氏
、
建
築
設
計
は
北
風
建
築
事
務
所
、
施
工
は
鹿

島
道
路
株
式
会
社
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
荘
厳
は
須
磨
寺
大
仏
師
・
山
高
龍
雲

師
、
そ
し
て
多
く
の
関
係
の
方
々
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
落

慶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大本山
須磨寺 祈りの回廊—亜

あ じ あ

細亜万
ば ん

神
し ん で ん

殿落
ら っ け い

慶
管長による開眼作法

前田豊彦氏の謝辞 音楽奉納コンサート ミュージシャン・サンディハ

管長挨拶

散華行道

祈りの回廊 法輪

石仏 摩尼車

御詠歌 御詠歌御詠歌 法要風景法要風景

義援金贈呈

ラトナ・バジュラ・リンポチェ猊下 管長とリンポチェ猊下
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神
戸
真
言
宗
連
合
会
が
主
催
と
な
っ
て
、
毎
年

六
月
十
五
日
に
お
大
師
様
の
生
誕
を
お
祝
い
す
る

「
い
ろ
は
ま
つ
り
」
が
三
宮
の
国
際
会
館
に
於
い
て

行
な
わ
れ
ま
す
。
第
一
部
は「
奉
讃
詠
歌
舞
踊
大
会
」

と
な
っ
て
お
り
、
各
講
が
御
詠
歌
や
舞
踊
を
披
露

し
ま
す
。
須
磨
寺
御
詠
歌
講
も
二
曲
御
詠
歌
を
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
「
式
典
」
で
は
、
神
戸

市
内
真
言
宗
寺
院
の
住
職
・
副
住
職
が
総
出
仕
で

法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。
第
三
部
は
毎
年
内
容
が
変

わ
り
ま
す
が
、今
年
は
「
曼
荼
羅
の
響
」
と
題
し
て
、

金
剛
流
合
唱
団
の
方
た
ち
に
よ
る
御
詠
歌
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
数
十
名
に
よ
る
美
し
い
御
詠
歌

に
ご
来
場
の
方
々
は
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最

後
の
第
四
部
は
、
毎
年
恒
例
の
僧
侶
に
よ
る
劇
団

「
あ
じ
の
こ
」
に
よ
る
演
劇
で
す
。
今
年
の
演
目
は

『
石
堂
丸
』
で
し
た
。
須
磨
寺
か
ら
は
、
本
坊
副
住

職
小
池
陽
人
、
蓮
生
院

住
職
冨
永
龍
弘
、
正
覚

院
副
住
職
朝
倉
経
義
が

出
演
し
ま
し
た
。
一
日

盛
沢
山
の
内
容
で
、
ご

来
場
く
だ
さ
っ
た
た
く

さ
ん
の
方
た
ち
と
お
大

師
様
の
ご
遺
徳
を
偲

び
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
須
磨
寺
御
詠
歌
講
で
参
加
さ
れ
ま
し
た

亀
谷
詠
弘
さ
ん
の
体
験
談
を
掲
載
し
ま
す
。

　

須
磨
寺
講
は
昨
年
九

月
よ
り
新
し
く
船
出
を

致
し
ま
し
た
。
現
在

二
十
名
の
方
が
御
詠
歌

教
室
に
入
講
し
て
下

さ
っ
て
お
り
ま
す
。
先

生
は
山
本
文
昭
先
生
で

西
区
の
最
明
寺
の
ご
住

職
様
で
あ
り
、
高
野
山

の
修
行
道
場
の
先
生
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
変

立
派
な
先
生
で
授
業
も

お
も
し
ろ
く
皆
一
生
懸
命
学
ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
「
い

ろ
は
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
は
十
四
人
で
、

そ
の
内
以
前
か
ら
の
講
員
は
五
人
で
し
た
。

　

二
回
出
演
致
し
ま
し
た
が
、
一
回
目
の
曲
は
「
観
音

大
慈
」
で
し
た
。
和
讃
で
、
観
音
様
が
苦
海
に
あ
え
ぐ

私
た
ち
を
慈
愛
の
御
手
を
さ
し
の
べ
て
救
っ
て
下
さ
る

と
い
う
曲
で
す
。
二
曲
目
は「
須
磨
寺
第
一
番
札
打
和
讃
」

で
「
世
に
響
く　

青
葉
の
笛
の
名
に
ぞ
聞
く　

須
磨
の

み
寺
の
松
風
の
声
」
と
い
う
須
磨
寺
の
御
詠
歌
を
元
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
須
磨
寺
の
行
事
の

折
に
は
必
ず
こ
の
曲
を
お
唱
え
し
ま
す
。

　

今
回
二
曲
と
も
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
大
き
い
声
で
お
唱

え
し
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
日

頃
の
練
習
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し

い
曲
に
向
か
っ
て
精
進
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
山
本

先
生
は
月
に
一
度
来
て
下
さ
い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
は

一
時
～
三
時
ま
で
先
生
に
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
皆
で

復
習
致
し
ま
す
。
に
ぎ
や
か
で
明
る
く
楽
し
い
お
教
室

で
す
。
お
寺
の
お
座
敷
で
美
し
い
お
庭
を
眺
め
乍
ら
の

お
け
い
こ
は
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
是
非
一
度
足
を
お
は

こ
び
下
さ
い
。
一
同
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
磨
寺
御
詠
歌
講
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
亀
谷
詠
弘

　

い
ろ
は
ま
つ
り

  
須
磨
の
火
祭
り

須
磨
の
火
祭
り
火
渡
り
修
行

火
渡
り
修
行　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ

い
と
う燈

大お
お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の

一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を
仏
様
に
感
謝
し
、
火
渡
り
に

よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋
に
行

い
ま
す
。
火
渡
り
神
事
と
は
火か

し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
も
い
わ
れ
、
柴

燈
護
摩
の
終
わ
り
に
火
の
上
を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に

よ
り
災
厄
を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除
の
た
め
に
、
火

渡
り
を
し
て
身
を
清
め
、
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　

入
壇
（
火
渡
り
）
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
日　
　
　

時　
　
　

十
一
月
二
十
三
日
（
水
・
祝
）
午
前
十
一
時
開
白

　

一
、
会　
　
　

場　
　
　

須
磨
寺
境
内　

※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　

一
、
ご

祈

祷
　
　

特
別
祈
祷
札　
　
　

一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
護
摩
木　
　
　
　

千
円

　

一
、
火

渡

り
　
　
厄
年
特
別
火
渡
り　

五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
火
渡
り　
　
　

二
千
円
〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　
　
　
　

※
火
渡
り
神
事
は
荒
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

一
、
お
申
し
込
み　
　
　

須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
九
年　

厄
年
表

　

平
成　

十
一
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

平
成　

五　

年
生
（
男
性　

小
厄
）

　

昭
和
六
十
一
年
生
（
女
性　

前
厄
）　

昭
和
五
十
二
年
生
（
男
性　

前
厄
）

　

昭
和　

六
十
年
生
（
女
性　

本
厄
）　

昭
和
五
十
一
年
生
（
男
性　

本
厄
）

　

昭
和
五
十
九
年
生
（
女
性　

後
厄
）　

昭
和　

五
十
年
生
（
男
性　

後
厄
）

教
室
：
毎
週
木
曜
日　
一
時
～
三
時

寺
務
所
へ
お
越
し
下
さ
い
。
ご
案
内
致
し
ま
す
。

劇団あじのこ

須磨寺御詠歌講
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今
年
の
境
内
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
八
角
堂
（
経
木
供
養
所
の
建
て
替
え
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　

工
期　

平
成
二
十
八
年
九
月
下
旬
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
完
成
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　

施
工　

株
式
会
社　

金
剛
組

旧
納
骨
堂
で
あ
り
ま
す
現
在
の
経
木
供

養
所
は
、
屋
根
な
ど
損
傷
が
著
し
く
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
度
、
建

て
替
え
を
行
い
、
新
た
に
八
角
堂
を
建

立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
完

成
ま
で
の
間
、
経
木
供
養
は
護
摩
堂
向

か
い
側
の
仮
設
の
供
養
所
に
て
行
い
ま

す
。
し
ば
し
の
間
ご
参
拝
の
方
々
に
は

ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
、
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

須
磨
寺
の
本
尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
で
す
。
聖
観
世
音
菩

薩
は
三
十
三
の
姿
に
変
化
し
て
人
々
を
救
う
と
い
う
信
仰

が
あ
る
為
、
須
磨
寺
で
は
三
十
三
年
ご
と
に
本
尊
の
御
開

帳
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
『
当
山
歴
代
』（
須
磨
寺
歴
代
住

職
が
書
き
紡
い
だ
古
文
書
）
を
見

て
み
ま
す
と
、
須
磨
寺
に
お
け

る
御
開
帳
の
初
出
は
大
永
六
年

（
一
五
二
六
）
の
記
事
で
す
が
、

そ
の
後
は
し
ば
ら
く
記
述
が
な

く
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
世
の
中

が
平
穏
に
な
っ
て
き
た
正
保
五
年

（
一
六
四
八
）
に
百
二
十
年
ぶ
り

の
御
開
帳
を
行
い
、「
貴
賤
群
衆

し
て
耳
目
を
驚
か
す
」
と
い
う
記

事
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
後
は
延

宝
八
年
（
一
六
八
〇
）、
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
と
三
十
三

年
ご
と
に
二
月
十
八
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
の
約
五
十
日

間
、
御
開
帳
を
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（『
当
山
歴
代
』
の
記
事
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
十
月

二
十
五
日
ま
で
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
後
は

不
明
。）

　

そ
の
中
で
延
享
二
年
の
御
開
帳
時
の
記
事
が
一
番
充
実

し
て
お
り
、
御
開
帳
前
年
の
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の

記
事
に
は
、
寺
社
役
人
、
西
須
磨
・
多
井
畑
庄
屋
役
人
、

伏
見
・
堺
奉
行
所
、
高
野
山
蓮
華
三
昧
院
、
尼
崎
・
兵
庫
・

加
古
川
・
姫
路
・
明
石
各
所
に
使
い
を
送
り
、
翌
年
に
御

開
帳
を
行
う
こ
と
と
、
御
開
帳
を
宣
伝
す
る
た
め
の
立
て

札
を
立
て
る
許
可
を
求
め
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

御
開
帳
が
行
わ
れ
た
延
享
二
年
に
も
御
開
帳
の
準
備
の
こ

と
や
、
御
開
帳
時
の
法
要
、
参
詣
者
の
賑
わ
い
、
御
開
帳

の
間
境
内
で
辻
打
芝
居
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
茶
屋
を
出
し

た
こ
と
や
境
内
で
の
乱
暴
狼
藉

を
禁
止
し
た
こ
と
、
閉
帳
時
に

大
阪
両
御
番
所
に
報
告
を
行
っ

た
こ
と
、
ま
た
御
開
帳
が
終

わ
っ
た
後
の
四
月
二
十
二
日
に

高
野
山
蓮
華
三
昧
院
に
年
始
の

挨
拶
を
兼
ね
て
閉
帳
の
報
告
を

し
た
と
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
を
見
て
分
か

る
こ
と
は
、
御
開
帳
の
時
に
は

出
店
が
出
て
大
勢
の
人
が
集
ま

り
、
今
で
言
え
ば
イ
ベ
ン
ト
化

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
御
開
帳
の
宣
伝
を
西
須
磨
や

多
井
畑
な
ど
の
地
元
だ
け
で
は
な
く
、
伏
見
や
大
阪
、
加

古
川
に
明
石
、姫
路
に
ま
で
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
時
そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
も
須
磨
寺
に
参
詣
人
が
来
て
賑

わ
っ
て
い
た
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
す
。

 

次
回
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
須
磨
寺
で
行
わ
れ
た
開
山

上
人
や
敦
盛
の
御
遠
忌
が
ど
の
よ
う
な
に
書
か
れ
て
い
る

の
か
を
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
分
か
る
江
戸
時
代
の
須
磨
寺

の
様
子
を
み
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

   平成二十八年　
年忌一覧

一 周 忌  平成二十七年
三 回 忌  平成二十六年
七 回 忌  平成二十二年
十 三 回 忌 　平成十六年
十 七 回 忌 　平成十二年
二十三回忌　 平成六年
二十五回忌　 平成四年
二十七回忌　 平成二年
三十三回忌　 昭和五十九年
三十七回忌　 昭和五十五年
五 十 回 忌 　昭和四十二年
百 回 忌  大正六年

須
磨
寺
の
歴
史
〈
十
七
〉

 　
　
　
　
　
　
　

―
御
開
帳

八角堂　完成予想図

須磨寺本堂内陣
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ネパール大地震
（西方マンダラ展） ¥585,797
（内訳）
物品売上の 50%
みなさんの献金
砂曼荼羅DVD売上の全額

¥367, 330
¥201,467
¥17,0 0 0

東日本大震災
平成 23 年～平成 28 年

￥2,725,200

熊本地震 ￥132,000

おぎゃー献金
平成 21年 7月から平成 27年 12月まで

￥373,946

関東水害 ￥77,000

　

去
る
、
平
成
二
十
八
年
一
月
十
七
日
に
正
覚
院
の
参
道
を
隔
て
た
東

側
に
新
し
く
永
代
供
養
堂
を
建
立
致
し
ま
し
た
。
堂
内
に
は
御
本
尊
様

と
し
て
修
行
大
師
様
を
お
祀
り
し
て
お
り
、
各
家
ご
と
に
仕
切
り
を
付

け
た
個
別
納
骨
棚
を
百
六
十
八
棚

設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
個
別
納

骨
棚
に
は
一
棚
あ
た
り
二
霊
か
ら

四
霊
ま
で
の
御
遺
骨
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
又
、
御
本
尊
様

の
下
に
御
遺
骨
を
安
置
で
き
る
納

骨
所
も
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

核
家
族
化
し
て
い
る
現
在
、
時

代
と
と
も
に
先
祖
代
々
の
お
墓
か

ら
家
族
、
夫
婦
、
個
人
だ
け
の
お

墓
と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
で
は
、
檀
信
徒
、
参

拝
者
か
ら
の
永
代
供
養
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
要
望
が
多
数
あ
り
、
こ
の
度
新
し
く
永
代
供
養
堂

を
建
立
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
十
月
に
神
戸
市
か
ら
の
認
可
を
も
ら
い
工
事
を
着
工
、
本
年

一
月
十
七
日
に
無
事
完
成
、
お
披
露
目
の
落
慶
法
要
を
檀
信
徒
、
工
事

関
係
者
多
数
ご
臨
席
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

只
今
、
納
骨
棚
、
納
骨
所
の
受
付
を
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
検

討
の
方
は
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

　

須
磨
寺
正
覚
院  

　
　

<

連
絡
先>

  

０
７
８ —

 

７
３
１ —

 

０
３
７
４

                      

０
９
０ —

 

３
６
５
２ —

 

７
９
１
６

献 金 の ご 報 告

ご 献 金 に 感 謝 申し 上 げます。

　

去
る
五
月
三
十
一
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
「
第
四
十

回
正
力
松
太
郎
賞
」
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
本
賞
、

青
年
奨
励
賞
に
加
え
、
第
四
十
回
を
記
念
し
児
童
教
化
功
労
賞
が

設
け
ら
れ
、
須
磨
寺
で
昭
和
四
十
年
に
発
足
し
た
一
絃
須
磨
琴
保

存
会
が
同
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
正
力
松
太
郎
賞
は
、
公
益
財
団

法
人
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
が
、
仏
教
精
神
に
基
づ
き
青
少
年
・

幼
児
の
健
全
な
育
成
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
与
え
る
賞
で
す
。

今
回
、
一
絃
須
磨
琴
保
存
会
が
地
域
や
小
中
学
校
の
子
供
た
ち
へ

須
磨
琴
を
伝
承
し
て
き
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し

た
。
須
磨
琴
の
演
奏
技
術
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
や

須
磨
琴
の
歴
史
な
ど
も
教
え
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
し

て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
頂
き
ま
し
た
。

   

一
絃
須
磨
琴
保
存
会

  

正
力
松
太
郎
賞
　

  

児
童
教
化
功
労
賞
　
受
賞

正
覚
院

正
覚
院  

永
代
供
養
堂

永
代
供
養
堂
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須
磨
の
海
岸
通
り
に
泰
山
木
の
白
い
花
が
開

く
と
、空
も
雲
も
も
う
す
っ
か
り
夏
模
様
で
す
。

　

開
け
放
し
た
窓
か
ら
入
る
緑
の
風
が
、
膝

の
上
の
木
屑
を
さ
や
さ
や
と
散
ら
し
て
、
工

房
の
板
の
間
が
一
年
で
一
番
心
地
良
く
感
じ

ら
れ
る
の
も
こ
の
頃
で
す
。
室
内
が
中
心
と

な
る
座
職
の
日
常
は
、
と
も
す
れ
ば
季
節
に

追
い
越
さ
れ
が
ち
と
な
り
ま
す
。
美
し
い
四

季
を
持
つ
国
に
住
ん
で
、
日
々
の
出
来
事
を

振
り
返
る
時
、
季
節
は
時
間
と
と
も
に
と
て

も
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
の
こ
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

　

あ
れ
は
何
年
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

西
宮
市
内
の
と
あ
る
特
殊
硝
子
製
作
所
を

訪
ね
た
の
は
、
や
は
り
泰
山
木
の
花
が
咲
く

頃
で
し
た
。

 

当
時
、
工
房
で
は
須
磨
寺
の
護
摩
堂
改
修
に

伴
い
、
ご
本
尊
の
不
動
明
王
三
尊
の
製
作
を

承
っ
て
い
ま
し
た
。
総
丈
九
尺
、
等
身
大
を

超
す
御
本
体
は
極
彩
色
仕
上
げ
、
お
不
動
様

の
目
に
は
玉
眼
が
嵌か

ん
に
ゅ
う入

さ
れ
ま
す
。
玉
眼
と

は
、
お
仏
像
の
目
に
水
晶
や
ガ
ラ
ス
や
玉
石

を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
鎌
倉
期
に
盛
ん
に
な
っ

た
技
術
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
玉

眼
の
大
き
さ
に
見
合
う
水
晶
の
入
手
が
困
難

で
、
硬
質
ガ
ラ
ス
の
技
術
者
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
知
人
か
ら
適
任
者
と
紹
介
さ
れ
た

の
が
工
芸
作
家
の
有
田
さ
ん
。

　

ガ
ラ
ス
工
芸
の
楽
し
さ
を
語
る
若
く
キ
ラ

キ
ラ
し
た
目
を
見
な
が
ら
、
訪
問
の
要
件
を

お
話
す
る
と
即
座
に
「
是
非
協
力
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
ご
返
事
を
頂
き
、
そ
れ
か
ら

何
度
も
試
作
品
の
製
作
を
経
て
、
希
望
に
沿
っ

た
と
て
も
良
い
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

有
田
さ
ん
は
福
島
県
の
出
身
。
大
学
を
卒
業

後
、
商
事
会
社
に
勤
務
。
と
こ
ろ
が
ふ
と
し
た

こ
と
で
出
会
っ
た
沖
縄
の
琉
球
ガ
ラ
ス
の
美

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
退
社
。
ガ
ラ
ス
工
芸
の
世
界
へ
。
小
樽
の
硝

子
工
房
で
技
術
を
研
鑽
し
た
あ
と
、
関
西
の

硝
子
製
作
所
に
入
社
、
今
に
至
っ
て
い
る
と
か
。

　

そ
し
て
こ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
あ
と
に
な
っ
て

聞
い
た
話
。

　

じ
つ
は
そ
の
間
に
転
職
が
も
と
で
父
上
と

大
喧
嘩
の
挙
句
、
勘
当
さ
れ
て
、
た
だ
一
人

の
応
援
者
だ
っ
た
母
上
が
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
は
、
実
家
に
は
出
入
り
も
儘
な
ら
ぬ
状

態
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

お
不
動
様
は
平
成
二
十
四
年
の
早
春
、
護

摩
堂
と
時
を
同
じ
く
し
て
完
成
。

　

落
慶
法
要
と
開
眼
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た

の
は
月
が
替
わ
っ
て
、
快
晴
の
四
月
二
十
八

日
。

　

有
田
さ
ん
に
は
記
念
の
た
め
に
撮
影
し
た

全
身
像
に
、
お
不
動
様
の
お
顔
の
ア
ッ
プ
の

写
真
を
添
え
て
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
や
は
り
有
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
望

外
の
喜
び
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
母
上
の
三
回

忌
に
帰
省
し
た
折
に
は
持
っ
て
帰
り
、
法
事

の
席
上
で
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
一
座
の
方
々

が
と
て
も
感
激
し
て
大
喜
び
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
電
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
肝
心
の
父
上
と
は
打
ち
解
け
る

ま
で
に
は
至
ら
ず
心
残
り
だ
っ
た
が
、
有
田
さ

ん
の
帰
っ
た
後
、「
お
父
さ
ん
は
写
真
を
コ
ピ
ー

し
て
親
戚
に
配
り
、
自
分
で
も
大
切
そ
う
に

飾
っ
て
い
る
よ
」
と
、
妹
さ
ん
か
ら
知
ら
さ
れ

た
そ
う
で
す
。　

そ
し
て
そ
の
半
年
後
、突
然
、

か
つ
て
な
い
こ
と
に
父
上
か
ら
「
大
阪
の
知
人

の
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
関
西
で
一
泊
し
て
、
一

日
だ
け
時
間
が
取
れ
た
」と
、予
想
も
し
な
か
っ

た
嬉
し
い
電
話
が
入
り
、「
そ
れ
じ
ゃ
、
京
都

で
も
案
内
し
よ
う
か
」
そ
う
言
う
有
田
さ
ん
の

言
葉
に
返
っ
て
き
た
の
は
「
須
磨
寺
に
行
き
た

い
」
の
返
事
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

須
磨
寺
の
快
晴
の

一
日
。
本
堂
か
ら
護

摩
堂
へ
。
そ
し
て
お

不
動
様
の
前
に
座
っ

て
、
長
い
無
言
の
の

ち
に
「
良
か
っ
た
な
」

の
一
言
。
有
田
さ
ん

の
手
を
と
っ
て
涙
を

流
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　

人
の
世
の
縁
の
不

思
議
は
、
語
り
尽
く

す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
、
目
に

は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
優
し
い
傘
の
も

と
で
日
々
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
幸
せ
を
つ
く
づ

く
感
じ
ま
す
。

　

完
成
か
ら
四
年
。

　

お
不
動
様
は
幾
た

び
も
の
護
摩
行
を
経

る
こ
と
で
一
段
と
容
色
に
輝
き
を
増
し
、
眼
光

ま
す
ま
す
力
強
く
、
こ
の
世
の
全
て
を
見
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

空
に
咲
く
蓮
華
の
、
泰
山
木
の
花
の
よ
う
に
。

 
仏
師
逍
遙

　
　

須
磨
寺
大
仏
師
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